
「さぼうエリアイベント企画」開催についての経緯 

 

「生徒が中心となり、海津が持つ観光資源を活用した企画実現に向けての授業」 

 

＜開催までの経緯＞ 

令和２年 ４月 さぼう遊学館館長・海津市建設課課長の高木庸光氏から 

        「さぼう遊学館」の利活用に向けて明誠高校生徒が授業等で利用できない 

        かと課題提案（対応：中村教頭・大野宏） 

        コロナ禍のため、授業休止期間であったため具体的な企画は出せず 

 

    １１月 海津アクアマルシェ開催 

        大野宏はアクアマルシェ実行委員会、市役所関係部署スタッフと次年度 

        生徒企画開催（今回の企画イベントの事）に向けて参画した 

 

令和３年 ４月 さぼうエリア学習メンバー決定（課題研究授業生徒 １０名） 

 

     ５月 ＤＶＤ「竹炭を作る人たち」で竹炭会活動を事前学習（5/11） 

        柿酢職人「伊藤由紀」さんから起業から海津活性化に向けた商品開発 

        活動についての講義（5/20） 

        さぼう遊学館館長「高木庸光」さんから、防災についてとさぼう遊学館 

        の紹介などの講義（5/27） 

 

     夏休み（フィールドワーク学習） 

        さぼう遊学館 学習とフィールドワーク（7/27） 

        竹炭愛好会体験学習（8/05） 

 

１０月 公開プレゼンテーション 海津市長さんも授業参加 

「さぼうエリアイベント企画発表会」（10/07） 

 

     １０月中旬以降 

役割生徒毎にアドバイザーを訪問して打ち合わせや各種指導を頂いた 

 

１２月イベントで提供する柿酢を活用した「秋冬メニュー」について各生徒で 

レシピを検討した 

「フォンテンブロー（海津市）」に出向き生徒が考えたレシピメニューを 

プレゼンテーション（11/04） 

試作依頼メニューは「カレー」「サラダ」「汁物」「ドリンク３種類」          

に決定 

商品名候補を生徒達で決定（11/09.11/10） 

フォンテンブロー（海津市）」に出向き生徒決定メニューの試食・最終の 

ネーミング決定・提供価格を決定（11/17） 

 

        １１月末までの授業でＰＯＰや案内地図等の掲示物作成や役割について 

の打ち合わせ等を繰り返し実施 

 

 



＜総合プロデュース＞ 

海津明誠教諭 大野宏  海津市建設課高木課長  柿酢職人 伊藤由紀 

 

＜担当生徒＞ 

役割分担 担当生徒 アドバイザー 

イルミネーション 山口桃加・出口大記 
海津市建設課高木課長 

海津竹炭愛好会 

屋台・バーベキュー 後藤琉備 
フォンテンブロー伊藤さん 

柿酢職人伊藤さん 

クイズ・ビンゴ 
栗田浩輝・天野空 

大橋亜未・和久田史佳 

海津市建設課高木課長 

 

マス釣り体験 馬場海颯・不破亮汰 海津市畳店小畑さん 

モルック競技 太田真生 なし 

 

＜リハーサルと当日スケジュール＞ 

 
 

＜催事スケジュール＞ 

開催日（予定） 開始時間 動き 開催内容 

１２月 ５日（日曜日） 12：00 リハーサル関係者集合 
イベント会場準備と

流れの確認等 

１２月１１日（土曜日） 

15：00 担当者集合  

18：00 初日開始 

受付・検温消毒等 

イルミネーション 

柿酢食堂開店 

レシピ展示 

21：00 初日終了  

１２月１２日（日曜日） 

   

9：00 担当者集合  

10：00 2日目開始 

受付・検温消毒等 

柿酢食堂開店 

レシピ展示 

10：30 モルック競技 モルック体験 

11：00 クイズ大会 
砂防や海津に関する 

クイズ 

11：30 釣り・バーベキュー体験 
マス釣り体験 

ＢＢＱ体験 

13：30 ビンゴ大会 楽しくビンゴ 

14：00 2日目終了  

15：00 片付け・撤収  

※ 授業関係者を中心に来場制限しましたが、２日間で延べ７０名程お越し 

いただけました。 

「ＤＥＥＰ海津　みんなに感謝　素敵な発見！！」

コンセプト 海津で暮らす年長者に感謝を込めて

海津の魅力を深堀り体験

みんなで海津をＰＲ


